鶏肉からの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌の検出状況
福井県衛生環境研究センター 　石畒 史
【目的】近年、人および鶏肉から、基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生大腸菌の分離報告が増加している。ESBLにはさまざまな型が存在するが、特にこの数年は、CTX-M型が主流を占めつつある。ESBL産生大腸菌は当センターでは2004年以来、人由来株で毎年若干ながら確認されている。一方、ESBL産生大腸菌の人への感染源のひとつとして鶏肉が重要視されていることから、福井県内の鶏肉におけるCTX-M型のESBL産生大腸菌の分布状態を明らかにする目的で調査を行った。
【材料と方法】2007年10月から2010年2月に市販鶏肉89検体の各25gを225mLのmEC培地で増菌培養後、CTX 6.4μg/mL添加DHL培地およびCPFX 6.4μg/mL添加DHL培地で分離培養し、定法に従い同定後血清型を調べた。次に、CTX、CPFX、ABPC、TC、Su、ST、NA、GM、KM、SM、CPおよびFOMの12薬剤についてKB法により薬剤感受性試験を実施した。CTXに耐性あるいは中間値を示した株のPCR法によるCTX-M group型別は、Shibataらの方法により実施した。O血清型が判明し、いずれかのgroupに分類された26検体由来の35株については、CLSIの提唱するESBL産生菌のスクリーニング法および確認法を行った。ESBL産生菌と確認された株については、シークエンスによりCTX-M型を調べるとともに、CTX、CTRX、CAZ、ABPC、FM、OTC、FFC、KM、フルオロキノロン(FQ)系のCPFX、NFLX、OFLXおよびERFXの計12剤の最小発育阻止濃度(MIC)を、寒天平板希釈法により測定した。また、大腸菌の系統発生群の分類はClermontらの方法により実施した。
【結果】CTX-M group型別されたのはO血清型不明株を含めると49検体（55.1％）由来の76株であった。そのうちO血清型が判明し、CTX-M型ESBL産生菌と確認されたのは26検体（29.2％）由来の33株で、血清型は21種類確認された。CTX-M groupはO血清型不明株を含めた76株では、CTX-M-1 groupが23株、CTX-M-2 groupが14株、CTX-M-8 groupが1株およびCTX-M-9 groupが36株であった。そのうちO血清型が判明した33株では、CTX-M-1 groupが11株、CTX-M-2 groupが5株およびCTX-M-9 groupが17株であった（表１）。CTX-M型は11株を検査して、CTX-M-14型が8株（O78：H9、O78：HUT、O103：H28、O103：H51、O119：H4、O153：H51など）、CTX-M-2型が2株（O18：HUT、O153：H34）およびCTX-M-3型が1株（O25：H4）であった。

　最も多かった血清型であるO78：H9およびO78：HUTの13株は、CTX-M-1 groupとCTX-M-9 groupに分かれたものの、系統発生群はすべてA、薬剤感受性はKB法では11株が8剤耐性の同一パターンを示し、10株に対するCAZのMIC値は32μg/mL、12株に対するERFXのMIC値は32μg/mLを示すなど類似した性状を示した（表２）。それ以外の血清型20株の各性状は様々であった中、7株に対するCAZのMIC値が16～128μg/mLを示した。
【考察】鶏肉由来O78：H9の1株の各性状が福井県内の1歳児尿由来ESBL産生のO78：H9の性状と類似していたのが注目された（表２）。一方、福井県内の人糞便由来ESBL産生大腸菌の中で多く確認される血清型はO1：H6およびO25：H4であるが、今回の鶏肉からはO25：H4が1株分離されたのみで、その株は諸外国のESBL産生大腸菌の中で同一クローンとして注目されているCTX-M-15型、系統発生群がB2のO25:H4型株ではなかった。しかしながら、市販鶏肉からCPFX耐性のESBL産生大腸菌が多数分離されたことは、注目すべき結果であると思われた。
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表１　鶏肉由来ESBL産生大腸菌のCTX-M groupおよび主な血清型
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O78：H9 M-1 NT 2) A R 3) R R R R R R R 32 32 8 1 1

O78：H9 M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 8 1 0.5

O78：H9 M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 16 2 1

O78：H9 M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 8 1 0.5

O78：H9 M-9 M-14 A R R R R R R R R 32 64 8 1 1

O78：H9 M-9 NT A I R R R R R R R R 0.5 32 8 ＞512 128

O78：H9 M-9 NT A I R R R R R R R 1 32 8 1 0.5

O78：H40 M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 8 1 1

O78：HUT M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 8 2 1

O78：HUT M-1 NT A R R R R R R R R 32 32 4 2 1

O78：HUT M-9 M-14 A R R R R R R R R 32 32 8 2 1

O78：HUT M-9 M-14 A R R R R R R R R 64 32 8 2 1

O78：HUT M-9 NT A R R R R R R R R 2 32 8 1 0.5

O78：H9 1) M-9 NT A R R R R R R R R 32 32 8 1 0.5

O25：H4 M-1 M-3 B2 R R R R R I 2 1 4 2 1

O103：H51 M-1 NT D R R R R R R 2 32 8 4 1

O18：HUT M-2 M-2 B1 R R R R R 1 1 32 ＞512 128

O153：H34 M-2 M-2 D R R R R R R 32 1 32 2 1

O20：H19 M-9 NT A R R R R R R R R R 2 32 8 ＞512 64

O103：H28 M-9 M-14 B1 R R R R R R R R 2 128 16 2 1

O103：H51 M-9 M-14 B1 R R R R R R R R R 1 2 8 ＞512 64

O114：H4 M-9 NT D R R R 128 1 8 2 1
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表２　市販鶏肉および人尿由来ESBL産生大腸菌の性状

MIC(μg/mL)

  
